
紹

介

見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
事
實
に
於
い
て
は
、
も
し
ひ
と
が
精
確
に

眺
め
る
な
ら
ば
、
釘
ら
か
の
地
の
種
の
・
そ
し
て
異
っ
た
傾
向
の
力
が
す
で

に
最
初
か
ら
そ
れ
の
中
に
、
そ
れ
と
粗
並
ん
で
、
ま
た
そ
れ
の
下
に
跡
づ
け

ら
れ
る
こ
と
が
腐
來
、
そ
し
て
此
の
も
の
が
前
者
を
越
え
て
よ
り
遠
き
未
來

を
豊
見
し
、
…
…
…
何
時
か
は
そ
れ
と
交
代
す
べ
く
蓮
命
づ
け
ら
れ
て
る
る

ー
ー
と
云
ふ
や
う
な
場
合
が
稀
で
は
な
い
■
≒
十
入
世
紀
は
、
一
つ
の
新
し
い

精
紳
力
が
一
定
の
聞
外
見
上
は
絶
甥
的
に
勝
刈
を
得
て
は
み
る
が
、
し
か
し

そ
の
凱
旋
の
常
初
か
ら
す
で
に
一
つ
の
勤
立
酌
な
傾
向
が
そ
れ
に
灘
伴
し
て

居
り
、
そ
し
て
擦
れ
が
後
に
な
っ
て
前
者
と
交
代
す
る
と
云
ふ
や
う
な
纒
過

の
最
大
の
蜜
例
の
一
つ
で
あ
る
。
啓
蒙
及
び
合
理
主
義
の
世
紀
は
、
決
し
て

懸
軍
に
か
㌧
る
も
の
x
み
で
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
十
九
世
紀
に

於
い
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
と
し
て
。
非
合
理
主
義
及
び
歴
史
主
義
と
し
て
護

凝
す
べ
き
蕊
芽
を
ば
、
す
で
に
最
初
か
ら
口
そ
の
胎
内
に
宿
し
て
み
た
の
で
あ

る
」
（
Q
α
●
膿
O
）
　
　
　
　
，

　
「
然
し
、
か
寄
る
爾
極
性
は
、
唯
…
早
に
大
膿
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
，
精
瀞
生

活
の
護
達
を
規
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
ま
た
個
々
の
民
族
の
生
活
を

ぱ
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
於
い
て
規
定
す
る
竜
の
で
あ
る
。
各
々
の
民
族
は
そ

の
性
絡
の
爾
極
性
、
邸
ち
相
勤
冒
せ
る
諸
傾
向
を
ば
陶
ら
の
う
ち
に
包
臓
し

て
み
る
も
の
で
あ
る
」
。
例
へ
ば
、
「
宗
教
職
雫
の
時
代
に
醤
す
る
反
撃
を
導

き
入
れ
た
と
こ
ろ
の
あ
の
啓
蒙
精
瀞
が
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
そ
の
他
の
入
々

を
通
じ
て
聾
】
｝
℃
ご
，
…
鶏
毎
颯
及
び
む
り
2
醗
塁
＝
ψ
層
＝
誘
の
形
態
を
と
っ
た
と
云
ふ
こ

と
は
、
純
梓
に
英
國
的
で
あ
っ
た
。
併
し
ま
だ
、
英
閣
の
寡
三
§
餌
二
9
触
襲
ニ
ハ
写
「

た
る
．
δ
9
毒
§
μ
蓬
田
馨
．
．
に
饗
す
る
甥
極
が
、
i
即
ち
吾
々
は
之
を
全

策
二
十
…
巷
　
第
三
號
　
　
六
六
入

線
概
括
的
に
且
つ
皮
紹
的
に
門
§
】
§
戸
騨
窪
ム
紛
集
一
〇
欝
畠
。
。
・
切
o
q
貯
h
三
的
と
名
づ

け
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
や
う
な
一
つ
の
詞
ヨ
、
舘
が
i
一
二
瞥
蒙
精
融
の
凱

歌
の
下
に
於
い
て
、
唯
箪
に
死
減
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
牟
ば

目
畳
め
づ
」
生
き
永
ら
へ
、
そ
し
て
徐
々
に
再
び
煎
己
の
正
當
な
樫
利
を
主

張
す
る
こ
と
が
趨
來
た
、
と
云
ふ
こ
と
も
ま
た
ひ
と
し
く
純
粋
に
英
國
納
で

あ
っ
た
〇
十
入
世
紀
の
初
頭
、
立
ち
爾
英
國
の
啓
蒙
の
最
盛
期
以
前
に
於
い

て
す
ら
、
此
の
種
の
最
初
の
大
な
る
感
情
が
の
ぎ
蒙
凱
ぎ
q
に
於
い
て
示
さ

れ
た
の
で
あ
る
し
り

　
！
い
ま
吾
々
が
こ
」
で
既
の
論
文
の
意
識
を
具
膿
的
に
逐
次
的
に
紹
介

し
得
る
紺
掻
を
有
し
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
一
と
も
角
、
既
の
様
な

立
場
に
立
っ
て
、
彼
は
そ
の
前
庭
に
於
い
て
先
づ
十
入
津
紀
英
閣
の
一
般
的

な
思
想
傾
向
を
ば
殆
ん
ど
す
べ
て
の
部
門
に
わ
た
っ
て
論
じ
つ
玉
、
賑
い
て

そ
の
後
孕
に
於
い
て
、
国
身
障
【
欝
斜
切
舞
ぼ
の
思
想
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
餓

討
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
舅
巳
お
の
歴
史
思
想
を
「
歴
史

主
義
の
纏
鮎
か
ら
見
る
」
こ
と
を
以
て
、
此
の
論
文
を
終
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
申
山
〕

○
類
窪
ほ
男
謬
影
○
と
寓
2
犠
○
。
密
爾
敏
授
の
計

　
凱
取
近
　
四
恩
・
の
融
雨
曇
【
濟
一
史
墨
・
黒
〔
は
相
次
い
で
二
人
の
耀
．
威
を
失
っ
た
〇
一

入
は
ベ
ル
ギ
ー
の
回
8
辱
ぎ
巷
。
、
他
は
フ
ラ
ン
ス
の
扁
、
円
・
裟
①
で
あ
る
ゆ
爾

氏
と
も
白
丸
闘
に
於
け
る
泰
斗
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
棄
老
的
に
も
亦
知
名
の

預
學
で
あ
っ
た
。
此
嘘
に
爾
氏
の
業
績
を
一
間
輩
に
紹
介
し
て
以
っ
て
追
購
の

徽
意
を
表
し
た
い
。

　
＝
窪
嵩
↑
．
ご
郭
雀
　
（
【
。
。
ひ
睾
＼
に
「
ε
購
い
；
、
バ
↑
）
教
授
の
昔
作
目
録
は
、
教
擾

（22［　）



の
2
姦
旨
大
師
・
就
任
四
十
年
記
念
の
り
ま
喜
ゐ
。
㎝
（
H
、
烹
。
。
門
。
岸
○
（
ぢ
い
ひ
）
の
中

に
掲
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
「
歴
史
の
研
究
に
は
終
局
が
な
く
、
雁
史
家
は
道
を

開
い
て
行
く
が
、
そ
れ
を
閉
し
て
行
く
も
の
で
は
な
い
」
と
の
信
念
の
も
と

に
、
教
授
の
研
究
の
大
牟
は
、
浩
輪
…
な
名
著
「
ベ
ル
ギ
ー
史
」
（
津
窓
9
お
二
〇

切
。
蒔
β
器
）
七
巻
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
り
一
九
〇
〇
年
そ
の
第
一
巻
が
出

版
せ
ら
れ
る
ま
で
の
、
中
糠
都
市
起
源
に
關
す
る
数
多
く
の
研
究
は
各
れ
も

こ
の
「
ベ
ル
ギ
ー
史
」
の
準
備
で
あ
り
、
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
彼

の
商
人
自
治
膿
起
源
説
に
評
し
て
幾
多
の
鶏
冠
が
存
す
る
に
し
ろ
こ
れ
ら
の
．

論
文
の
申
に
そ
れ
自
膣
、
中
華
自
治
都
市
研
究
上
忘
却
さ
れ
得
ざ
る
も
の
も

少
く
な
い
。
彼
の
晩
年
の
研
究
が
再
び
此
の
方
面
に
向
つ
た
の
を
考
へ
併
せ

る
時
、
よ
り
一
層
注
目
せ
ら
れ
る
。
世
界
大
連
に
よ
り
一
大
衝
撃
を
豪
つ
た

に
も
拘
ら
ず
不
澆
不
屈
の
教
授
の
努
力
は
r
「
ベ
ル
ギ
ー
史
し
第
二
雀
以
下
を
相

次
い
で
出
し
、
一
九
三
二
年
そ
の
第
七
巻
を
以
っ
て
完
成
を
見
た
。
そ
の
下
襲

裏
せ
ら
れ
た
幾
多
の
毒
血
も
す
べ
て
浮
華
に
要
約
せ
ら
れ
て
居
り
、
實
に
既

の
「
ベ
ル
ギ
ー
史
七
巻
」
こ
そ
、
教
授
の
名
を
不
朽
た
ら
し
め
る
傑
作
で
あ
り

史
學
史
上
の
一
大
金
字
塔
で
あ
る
。
晩
年
の
研
究
に
於
て
は
、
鳶
職
古
代
・

申
正
賞
績
の
問
題
に
關
係
し
て
、
℃
｝
唇
簿
9
ρ
大
巾
で
の
講
演
鋒
。
象
9
、
包

Ω
欝
。
・
一
転
搾
9
喧
塁
・
・
邑
簿
①
．
茅
。
ぐ
ぎ
π
等
巴
ρ
（
ぢ
沁
い
）
が
最
も
注
目

せ
ら
れ
て
る
る
。

　
こ
の
優
れ
た
研
究
の
一
方
、
教
授
ほ
叉
國
際
的
活
動
に
携
は
り
、
國
際
歴

愛
學
會
議
に
も
そ
の
鰐
を
惜
し
ま
ず
、
一
九
二
入
年
の
オ
ス
ロ
ー
の
同
會
議

に
は
、
猫
・
湖
心
爾
國
が
理
窮
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
も
、
．
教
擾
の
羨
し
き
・
㌧
國
際
愛
に

負
ふ
灰
が
あ
る
と
云
は
れ
、
叉
教
授
ほ
他
國
の
叢
書
等
に
寄
稿
す
る
な
ど
、

紹

介

二
言
的
に
活
躍
し
た
。
多
く
の
名
讐
あ
る
地
位
が
彼
に
興
へ
ら
れ
た
の
も
當

然
で
あ
ら
う
Q
斯
く
て
崔
登
”
壼
は
軍
に
學
者
と
し
て
の
み
で
な
く
、
優
れ

た
教
授
と
し
て
大
な
る
感
化
を
及
ぼ
し
、
幾
多
の
門
下
の
俊
才
に
よ
っ
て
、

そ
の
研
究
は
縫
呈
せ
ら
れ
獲
讃
せ
し
め
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

（
司
四
恩
げ
ご
簗
〔
）
甑
Ω
一
目
ズ
。
＜
…
⑦
〆
5
き
b
O
ポ
層
O
ω
ひ
」
U
O
’
識
。
｝
お
氏
の
論
文
滲
照
）

　
○
凄
2
二
ω
ひ
。
（
H
c
。
ひ
轟
舗
＼
1
碁
ω
ひ
鵠
＼
；
ソ
躍
門
§
き
撤
授
が
そ
の
生
涯
の

過
牟
を
O
客
亭
大
鷺
で
蘇
っ
た
に
似
て
⊃
っ
盆
教
授
も
巴
毘
附
近
に
生
れ

ω
o
ひ
。
葛
。
で
學
を
卒
へ
る
や
…
入
九
三
年
來
さ
ご
「
。
貯
磐
。
の
》
o
§
o
で
教

擾
に
就
任
し
、
同
大
學
の
名
轡
教
授
と
し
て
、
本
年
三
月
他
界
す
る
ま
で
約
四

十
年
聞
ヵ
2
葺
。
大
學
で
研
究
に
終
始
し
、
そ
の
間
著
を
出
す
こ
と
二
十

有
飴
、
多
数
の
難
誌
論
文
を
獲
表
し
フ
ラ
ン
ス
祉
手
癖
濟
史
官
界
に
貢
下
す

る
所
著
る
し
く
、
現
代
斯
學
の
一
大
擢
威
と
認
め
ら
れ
て
み
た
。
教
授
の

切
彦
圃
。
鐙
箒
℃
嵐
。
は
い
つ
れ
護
表
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
主

著
の
み
を
紹
介
す
る
に
止
め
る
。

　
教
擾
の
研
究
ほ
多
岐
多
方
面
に
渉
っ
て
み
る
。
初
期
に
は
農
村
・
農
民
に
關

す
る
も
の
が
多
く
、
申
で
も
図
嚢
房
零
Q
、
雪
①
ピ
ω
〔
9
旨
搬
器
姐
葺
。
銭
糧
器

8
剴
罠
。
窯
聾
擁
騒
く
認
H
．
．
g
×
一
×
．
ざ
答
9
。
・
（
ぢ
8
）
は
「
十
八
世
紀
及
十

九
世
紀
の
歓
洲
に
於
け
る
土
地
所
有
、
農
欄
、
農
民
の
状
態
の
（
第
一
部
）
及

び
十
八
世
紀
末
、
十
九
世
紀
初
の
農
民
解
放
の
（
第
二
部
）
諸
類
型
を
比
較
焚

（
三
馨
。
寄
。
§
ご
τ
嚢
φ
（
甲
）
の
本
質
的
な
線
に
滑
ひ
て
跡
づ
け
ん
と
試
み
」
た
も

の
で
、
「
エ
ル
ベ
河
以
東
と
累
算
と
の
甥
照
」
を
強
調
し
て
み
る
。
農
民
、
農

村
の
研
究
よ
り
進
ん
で
廣
く
溝
會
纏
濟
史
に
及
び
H
9
〈
［
0
8
§
9
三
臼
δ
（
得

第
二
⊥
丁
一
巻
　

策
三
號
　
　
　
山
ハ
山
四
九

（　L7　LiS　）



紹

介

】
霧
。
甥
。
・
融
塁
。
。
0
9
巳
窪
。
コ
男
簿
琴
Φ
触
葺
動
く
類
H
。
恩
ひ
。
げ
（
お
茸
）
で
は
、

所
謂
蔭
制
末
期
の
7
ラ
ソ
ス
の
農
業
資
末
主
義
化
の
電
動
（
第
…
部
）
と
穗
濟

酌
事
象
の
耗
會
的
階
級
攣
化
へ
の
影
響
」
を
考
察
し
、
H
㌧
牙
。
ぎ
餓
§
8
喜
冒
お
婦

二
二
。
薄
ぎ
量
弩
同
。
】
一
。
缶
①
写
掌
ぎ
8
紛
。
霧
一
、
磐
9
2
答
α
q
冨
。
（
H
需
い
∀
で

は
、
「
從
來
の
藤
制
末
期
の
商
工
業
に
壊
す
る
特
殊
研
究
を
綜
合
せ
ん
と
試

み
」
、
b
匿
犀
§
8
σ
8
噌
琵
三
£
一
⑦
2
皿
。
。
｛
巴
。
磐
屠
く
隷
属
σ
強
。
［
p
（
目
O
膿
）

な
る
小
溺
干
で
は
、
大
革
命
前
の
農
民
・
貴
族
・
曾
侶
・
大
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ー
ジ

の
瀧
會
・
糎
濟
史
的
な
究
明
を
非
常
に
準
易
に
明
蜥
に
な
し
、
同
種
の
叢
醤

の
目
。
。
・
重
罪
口
霧
q
二
寮
営
け
葺
㎝
ヨ
。
蟹
。
創
窪
お
（
ぢ
い
ひ
）
で
は
、
西
鰍
の
近
世
資

本
主
嚢
の
起
源
よ
り
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
を
諸
家
の
研
究
を
比
較
。
綜
合

し
、
叉
国
お
三
ψ
器
島
。
§
o
露
馨
。
凶
屋
o
o
8
9
δ
ξ
拓
簿
融
o
o
Σ
o
α
o
㌶
舅
層
隣
琴
。

創
畠
蝕
。
・
冨
。
。
o
瓢
讐
捲
m
』
【
囲
頓
舞
、
釦
㌶
σ
Q
器
霞
。
罎
。
～
｝
黛
二
Φ
（
お
い
O
）
は
、
從
來
の

冑
己
の
研
究
の
結
果
、
他
の
特
殊
的
研
究
等
を
綜
合
し
て
、
恐
ら
く
フ
ラ
ン

ス
で
最
も
纒
つ
た
馳
會
経
濟
史
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
蝦
蟹
逸
語
で
出
版

さ
れ
た
男
同
碧
N
O
論
。
｝
δ
タ
『
ζ
皿
。
露
h
祭
α
q
窪
。
玄
2
同
論
。
い
ゆ
ロ
ρ
（
お
ω
o
l
ぢ
ω
い
）
も

同
量
の
も
の
と
思
は
れ
る
）

　
敏
授
の
研
究
は
更
に
政
治
思
想
更
・
史
學
理
論
に
ま
で
及
ん
で
居
り
、
「
十

七
・
十
入
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
」
に
歯
す
る
も
の
、
叉
、
唯
物
三

軍
…
、
雁
史
要
學
等
に
甥
す
る
見
解
竜
二
、
三
の
著
書
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
て

る
る
。
こ
れ
ら
の
著
述
の
外
、
或
は
》
・
磯
。
§
α
q
の
旅
行
記
の
完
鐸
や
、
最

近
で
は
叢
書
Ω
ご
に
も
盤
力
（
本
誌
前
繋
属
照
）
す
る
な
ど
、
或
は
根
本
史

料
の
刊
行
に
曇
る
等
、
拶
。
善
。
翫
。
。
8
瓢
ρ
琴
切
〉
き
こ
霧
O
．
三
。
。
ε
マ
。
α
o
窪
？

邑
ρ
琴
9
。
・
。
。
巨
・
そ
の
他
へ
の
無
数
の
論
文
と
共
に
、
フ
ラ
ン
ス
吏
離
界

第
二
十
一
巷
　
第
三
盤
脳
　
　
　
山
川
七
〇

に
甚
大
の
寄
興
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
蒲
も
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
、
晩
年
十

籔
年
占
の
・
も
の
多
き
を
思
へ
ば
、
我
々
は
教
擾
の
撹
ま
ざ
る
研
究
心
に
敬
…
服

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
音
更
理
論
・
比
較
方
法
等
に
は
幾
多
の
批
到
の
絵
地
が
あ
る
に
し
ろ
、

教
授
の
明
晰
な
、
流
麗
な
交
章
は
、
豊
冨
な
参
考
書
誌
と
共
に
、
ア
ラ
ソ
ス

纏
濟
史
を
研
究
す
る
も
の
に
、
非
常
な
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
Q
二
期
教
授

は
各
地
よ
り
の
訪
問
者
を
轍
…
恥
し
、
特
に
若
き
人
々
の
激
導
に
努
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
と
云
は
れ
て
る
る
。
遠
き
見
知
ら
ぬ
異
邦
の
一
學
徒
の
問
に
封

し
て
Ψ
も
懇
切
に
返
答
を
賜
っ
た
教
授
に
こ
の
一
文
を
弔
聯
と
し
て
捧
ぐ
る

こ
と
を
許
し
て
頂
き
た
い
。
ハ
前
川
〕

　
　
　
　
○
縄
濟
地
理
墨
要
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
秀
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
博

　
親
近
我
國
纏
濟
界
の
事
々
は
経
濟
地
理
的
知
識
の
必
要
を
喚
起
し
、
経
濟

地
理
に
關
す
る
論
交
、
著
書
の
公
に
さ
れ
る
も
の
薄
葉
に
暇
な
き
程
で
あ
る
。

艦
誌
「
地
理
と
鍵
濟
に
叉
纒
濟
地
理
學
叢
書
の
如
き
は
到
る
遜
の
書
店
忙
陳
列

さ
れ
て
み
る
Q
そ
れ
等
を
謬
見
す
る
と
執
筆
者
は
軍
門
の
糎
濟
撰
者
、
地
理

曝
者
よ
り
も
寧
ろ
個
々
の
産
業
部
門
の
技
術
者
，
實
際
家
が
多
く
、
纏
濟
地

理
學
が
甚
だ
若
く
活
氣
に
充
て
る
虚
無
で
あ
る
事
を
感
ず
る
が
、
叉
之
等
の

中
に
は
軍
に
洗
脳
に
從
っ
て
何
々
地
理
と
爾
す
る
だ
け
で
、
丙
容
は
統
計
を

羅
列
し
た
に
留
ま
っ
て
眞
の
纏
濟
地
理
學
に
は
倫
逡
い
も
の
で
あ
る
事
を
蓮

憾
に
思
ふ
。
こ
の
時
に
當
っ
て
、
本
學
出
身
の
地
理
墨
・
旛
に
し
て
長
ち
ぐ
滲

根
高
商
、
玉
戸
高
商
に
於
て
純
濟
地
理
學
を
研
究
敏
授
さ
れ
來
つ
た
繭
三
士

（　2・　2・　g）


